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学校の概要

本庄市立藤田小学校

➢開校 １５１周年

➢児童数 ８２名

➢学級数 ８学級

（全学年１クラス+特別支援２）

➢学校教育目標

「かしこく たくましく なかよく」

ふ 文化をすすんで学ぶ子

じ 自分の体をきたえる子

た 他の人を大切にする子



背景 実践① 実践② 成果と課題

１ 背景：授業を行うにあたって

２ 実践①：授業研究会当日（第１時）

３ 実践②：外部講師活用授業

４ 成果と課題

本日の流れ



背景 実践① 実践② 成果と課題学習内容の系統性

引用：小学校指導参考資料 改訂「生きる力」を育む小学校保健教育の手引き

保健における体系イメージ

自分事
として
捉える



背景 実践① 実践② 成果と課題指導内容の明確化

学習指導要領の文末
表現に気を付けて

読み取る

本時で・単元を通して

「何を」教えるか
授業のねらいの明確化



背景 実践① 実践② 成果と課題授業実施の日程

教科横断的な授業計画 特活で外部講師の活用
保護者の同意

1～３時で
学んだ体の
変化を肯定的
に捉える

児童の実態把握



背景 実践① 実践② 成果と課題本校児童の実態

・男女仲が良い ・性別の違いを意識している児童も少々
・「体の成長」を感じているのは1/4程度

→自分事として捉えさせたい



背景 実践① 実践② 成果と課題

➢担任と打ち合わせ

➢担任と養護教諭の役割分担：いいところを生かし合って

→担任：授業の進行・まとめ 養護教諭：専門的な内容

➢効果的な教材の検討：

児童の理解を深めるためには、どんな方法が有効か？

➢児童の活動時間を、多く確保する。

効果的な指導を目指して



背景 実践① 実践② 成果と課題研究授業日の授業



背景 実践① 実践② 成果と課題授業の導入

児童にとって身近な本校職員２名
の小学校４年生の時の身長クイズ

（平均的身長教員→背が高い教員）

メガネ先生は
今も大きいから
昔も大きかった

かな？

初めに出た先生と
同じくらいなんじゃ
ないかな・・・

イメージをわきやすく

出題順で思考をゆさぶる



背景 実践① 実践② 成果と課題

本時の学習課題

わたしたちの体は、年れいとともに、どのように変化してきたか考えよう

展開１（習得①）

体の発育を自分事として捉え、体感してもらうために・・

「すくすくテープ」

・小学校１年生４月～４年生最終身長の伸びを実寸大でテープ作成

・Excelを使用し、作成。



背景 実践① 実践② 成果と課題展開１（習得①）

こんなに
小さかったんだね 目線が全然違うね。

発育の実感

主たる学習内容（知識）

身長や体重は、年齢に伴って変化すること

養護教諭の

専門性

みなさんの体は
年齢と共に大き
くなっています。
これを「発育」
と言います。



背景 実践① 実践② 成果と課題

自分のすくすくテープからグラフを作る→自分の成長のグラフ

オクリンクでみんなで共有することで、「個人差」を視覚化・体感

展開１（習得②）

ICTの活用



背景 実践① 実践② 成果と課題

みんなのグラフを見て、気づいたことは何だろう？

展開１（習得②）

主たる学習内容（知識）

体の変化には、個人差があること



背景 実践① 実践② 成果と課題

得た知識を活用して、発育で悩んでいる人へのアドバイスをしよう

展開２（活用①）

・悩みを人に打ち明ける・学びを生かして人にアドバイスする

を疑似体験

ロールプレイ



背景 実践① 実践② 成果と課題

わたしは、発育と個人差を知り、人とくらべないで、自分なりに成長
していけばいいと思いました。本当に悩んでいる人がいたら、今日み
たいにアドバイスを言ってあげようと思います。

今日、ぼくは、１年生から４年生で、そんなに成長してないと思って
いたけれど、意外と成長していて、びっくりしました。

しかも、人によって個人差があり、人それぞれ成長する大きさがちが
うと知れました。これからの発育が、もっと楽しみになってきました。

・私は身長が小さいけれど、今日の授業を受けて、

小さくても、個人差で、小さくてもいいんだなって

思いました。

児童のふりかえり



背景 実践① 実践② 成果と課題外部講師の活用

１ 目的

専門的で具体的なお話をしていただく

２ 講師活用の場面

保健の単元の第３時終了後に設定

学んだ体の変化は、新しい命を生み出すための変化として指導

３ 講師の選定

近隣の学校より情報収集 地元で授業経験豊富な助産師の先生



背景 実践① 実践② 成果と課題打ち合わせシート

保護者の参加

授業のねらい

事前の学習内容

授業時間や進行

事前に作成し講師へ



背景 実践① 実践② 成果と課題打ち合わせシート

講義内容

使用機器や物品

打合せ日に講師に伺う

配布物

交通手段



背景 実践① 実践② 成果と課題

学習内容・ねらい 方法

導入５分 １ 講師の自己紹介・助産師の仕事 おへその話（紙芝居）

講話20分 ２ 成長する体・男女の違い

３ 受精卵の成長～出産

パネル・胎児人形・月経モデル・

胎児の心音や産声の音声データ・新生児人形

出産説明用の子宮胎児骨盤モデル

４ 受精卵の大きさ

５ 妊婦体験

６ 赤ちゃん抱っこ

折り紙に空いた穴を見つける

妊婦ジャケット装着（男女１名づつ）

ベビー人形を抱っこ（全員）

講話５分 ７ まとめ

授業の様子



背景 実践① 実践② 成果と課題児童の振り返り

自分の命の大切さがわかってよかったです。これからも、自分を大切
にしようと思います。

ぼくは、うまれる前に死んでしまう子もいて、ぼくたちは、きせきで、
えらばれてうまれてきたんだなと思いました。

わたしは、赤ちゃんはこうやって、おなかの中で育って生まれると分
かりました。わたしも、自分の体を大切にして、リレーのように続い
てきたバトンを、未来にわたしていきたいと思いました。



背景 実践① 実践② 成果と課題

１ すくすくテープ→発育の可視化・自分事として捉えさせることが

出来た。（ICTの活用・養護教諭の専門性）

２ ロールプレイ

→ロールプレイを行う目的にそって実施できるように教師が

ファシリテートすることで、深い学びになる。

３ 指導内容の精選・教師の説明の精選

→児童の活動時間を確保して、学びを深める.

４ 外部講師を活用→高い教育効果・体の発育への肯定的な気持ち

成果



背景 実践① 実践② 成果と課題課題

１ TTの打ち合わせをする時間確保の難しさ

→事前準備をして短時間での打ち合わせ

毎年１つずつでもTTの授業の指導案を作成し、貯めておく。

２ 外部講師の授業で、「命の大切さ」は伝わったが、保健の学習内容

を結び付けられていた児童は少なかった。
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